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は じめ に

近 年 、国 民 の 医療 へ の意識 が 高 ま り、奮 護職員 に対 す る期 待 も大 き <

な つて いる。また、保健 医療 福 祉 サ ー ビスの 内容 、方 法、場 の 多様 化が

進 ん で お り、看 護 職 員 には他 職 種 との連携や 役害」の拡大 な どが 期待 され

て い る。こ う した保健 医療 福社 の 変化 や国 民の期 待 に応 え る ことので き

る琶 護 専 門 職 と して の 基 礎 的 能 力 を有 す る彗 護 職 員 を育 成 す る こ とが

看 護 教 育の 喫 緊の課 題 とな って い る。

薔 護 教 育 に つ いて は、厚生 労働 省 において これ まで も多 <の 検討 が行

わ れ て い る。 近 年 で は、「 彗 護 基 礎 教 育 の 充 実 に 関 す る検 討 会 報 告 書 」

(平 成 19年 4月 20日 )に お いて、看 護基礎教 育の カ リキ ュラム改正

案 が 示 され 、保 健 師助 産 師着 護 師学 校養成所 指定 規則 (0召 和 26年 8月

10日 付 け文 部 省・ 厚 生省令 第 1号 。 最終 改正平成 20年 1月 8日 。

以 下「 指 定 規 則 」 とい う。 )の 改 正が 行われ た と ころであ る。 また、 こ

の 報 告書 に お いて は、さ らに琶護 基礎教 育の 抜本的 な検 討が 必 要で ある

とされ 、そ の 検 討の 応 向性 と して 、今後の 我が国 の社 会 と保 健 医療 福祉

制度 の 長 期 的 変革の 方 向性 を視 野 に入れ た教 育の 方法 や 内容 、期間 につ

いて 検 討 を行 う必要 があ る と提 言 され た。

続 いて 「 琶 護 基 礎 教 育の あ り方 に関す る 懇談会 論 点 整 理 J(平 成 20
年 7月 31日 )に お いて は、奮護 職 員 には、知的 ・倫理 的側 面 とい った

基礎 的 な もの か ら、専 P目 職 と して 望 まれ る高度医療 への対応 、生活 を重

視 す る視 点、予防 を重視 す る視 点 、及 び看 護の発展 に必要 な 資質・能力

が求 め られ る こ とが 提言 され た。これ らの 資質・能 力の獲 得 に向 けた看

護基 礎 教 育 に つ いて は、チ ーム医療 の推 進や他職 種 との役害」分担・連携

の進 展 が想 定 され る中、蕎 護 に必 要 な矢0識 や技術 を習得 す る ことに加 え

て 、いか な る状 況 に対 して も、知 識 、思 者、行動 とい うステ ッフを踏み

最 善 の 蕎 護 を 提 供 で き る 人 と して 成 長 して い <基 盤 とな る よ うな 教 育

の 提 供 が不 可 欠 で あ る との 見解 が 示 され た。

さ らに「 奮 護 の 質 の 向 上 と確 保 に関す る検 討会 中 間 と りま とめ 」 (平

成 21年 3月 17日 )に お いて は、 免 許 取得 前の 基 礎 教 育 段 階で 学ぶ

べ き こ とは 10」 か とい う点 を整 IITし な が ら、IIn在 の修 業年 限 を麟 ず しも前

提 とせ ず に、す べて の看 護師養 成機 関 において教 育 内容、教 育方法 な ど

の 見 直 し・充 実 を図 るべ きで あ る と提言 され た。また、保健 師 教育及び

助 産 師 教 育 の あ り方 につ いて も見 直 しが 求め られ た。

本 検 討会 は、この よ うな蕎 護 基 礎 教育の 充実・改善 の方 向性 を示 0安 す



る提言 等 を踏 ま え、看 護基礎教 育で 学ぶ べ き教 育 内容 と方 法 につ いて異

体的な検 討 を行 うため に平 成 21年 4月 28日 に設置 され、① 免許取得

前 に学 ぶべ き事項 の整理 と具体 的な教育 内容 の見直 し、② 看 護 師養成機

関内 における教育方 法の開 発・活用 、③ 効 果的な臨地実習の あ り方、④

保健 師及 び助 産 8藤 教 育のあ り方 につ いて 、平成 23年 2月 ● 日まで ●回

にわ た る検討 を行 つた。

な お、本検 討会 にお いて 教育 内容、教 育方 法の詳 細な検討 を行 うため

に、保健 師・助産 師・蕎 護 師教 育それ ぞ れ の ワ ーキ ング グル ープ を設置

した。

一方 、平成 21年 7月 15日 に「保健 師助 産 師看 護 師法及 び看 護 師等

の人材確 保の促進 に関する法律 の一部 を改正す る法律」が /AN市 され、平

成 22年 4月 1日 よ り保健 師 及 び助 産 師 の 修 業 年 限 が 6月 以 上 か ら 1

年以 上 とな つた ことか ら、保健 師 。勤 産 師教 育 ワ ーキ ンググル ープ にお

いて は、修 業年 限 1年 以 上の保健 g市 及 び助産 師の教 育 内容 と教 育方法 に

つ いて 検 討 を行 つた。 そ の 検 討 結 果 を踏 ま え、 本 検 討 会 にお いて 平 成

22年 11月 10日 に「 蕎 護教 育の 内容 と方 法 に関す る検討 会 第一次報

告」を と りま とめた。看 護 師教 育 につ いて は、看護 師教 育 ワ ーキ ンググ

ル ープの検討結果 を踏 まえ、本検 討会 に おいて 取 りま とめ を行 つた と こ

ろで あ る。

本 報 告 において は、最初 に着護 師教 育の教 育 内容 と方法 につ いて検討

結果 を報告 し、続 いて保健 師・助 産師・看 護 3市 教育 に共通 す る今後の課

題 等 につ いての 提言 をま とめ、本検 討 会 の最終 的な報告 とす る もので あ

る。

1.琶 護 師教育 の 内容
´
と方 法 につ いて

1.看 護 師教 育の現状 と課題

具体 的な検 討 に先 立ち、 看護 師教育の現 状 と課題 を整理 した。

○若 い世代 において は生活体験 が少 な <な つて いる。そのため 、看護 8市

養 成機 関で学ぶ学生 も全体 的 に生 活体験 が少な <、 教 育 を行 う上で は

教 員の 丁寧な 関わ りが必 要 とな つて いる。一方 で、丁寧 な 関わ りが学

生 の主 体性や 自立性 を育ち に <<し て いる側 面 もあ り、教 員 は葛藤 を

感 じて いる。

○また者護 師養成所 (以 下、「養 成所 」 とい う。)で は、社 会 人経験 のあ

る学生 も増 えて きて お り、学習 状況 や 生活体験 な ど様 々な面で 学生間

の差 が広 が つて いる。そ のため、個 展の学生 の レデ ィネ スに合わせ た



教 育 を行 う こ とが難 し<な つて いる。

○ 薔 護 師教 育 に おいて は、限 られ た時 FE35の 中 で学 ぶべ き知識 が 多 <な り、

カ リキ ュラ ムが過密 にな って いる。その ため学生 は主体 的 に思者 して

学 ぶ余 裕 が な <、 矢□識 の習得 はで きた と して も、矢0識 を活用 す る方 法

は習得 で きな い ことが あ る。

○ 臨 地 実 習 で は、在院 日数の 短縮化 によ り学 生が実習期 間 を通 して 一人

の 患者 を受 け持 つ こ とが難 しくな つて いる。また、患者層の 変化 や 憲

者 の権 利 擁 護 の ため な どによ り、従 来の 対象別・場 所別 の枠 組で 実 習

を効 果 的 に行 うことが 困難 にな って きて お り、目的 にあ った 学 習体験

の機 会 が 確 保 で き に <<な つて いる。

○ 学 生 は新 しい実習場 に適応 す るの に、一定 の時間がかか る。その ため、

短 期 間 で 実 習 場が 変わ る IIn在 の実習 方法で |よ 、学生 が各 々の 実 習場 で

十 分 に学 習 す る ことが 困難 にな つて いる。

○ 臨 地 実 習 で は、実 際 に対象 者 の看 護 を行 う ことよ りも看 護過 程 の展 開

に お け る思 者 の フ ロセ スに重 き を置 いて 指 導す る ことが 多 <、 技術 等

を実 践 す る機 会が減 少 して いる場合 も見受 け られ る。

○ 養 成 所 に お け る教 育で は、実 践の場 で学 習 を行 う場合 のみ 臨 地 実習 と

み な す こ とにな つて い る。その ため、その 日の臨地実 習 が終 了 した後

に、必 要 な 文献 を図書館 で調 べた り、実 習 記録 をま とめ た り して いる

状 況 であ り、課 せ られ た課 題 を こな す こ とに手 ―杯 で、自翁 で考 えて

行 動 す る とい う学 習 がで きな くな つて いる場合 もあ る。また 臨地 実習

の オ リエ ンテ ー シ ョン、体験 の振 り返 り等 を臨地実習 以外の 時間 で実

施 して い る ため、ます ますカ リキ ュラム が過密 にな り、学 生、教 員共

に 余裕 が 無 <な つて い る。この よ うに、蕎 護師教 育 に ついて は 多 <の
課 題 が あ る。

2.看 護 師 に求め られ る実 践 能 力 と卒業 時 の到達 目標

本 検 討 会 の 課 題 の 一 つ で あ る者 護 師 の 免 許 取 得 前 に学 ぶ べ き 内 容 を

導 き出 すた め に、始め に琶 護 師 に求め られ る実践能 力 と卒業 0寺 の 至」達 目

標 を検 討 した (表 1)。 検 討 に 当た って は、 前述の彗 護 師教 育の 現 状 と

課 題 、 本検 討 会 にお いて 表 明 され た意見、 国際琶護師 協会 (ICN)の 看

護 師 の 能 力の 枠 riE(2003年 、 2008年 )、 文部科学 省の「 看 護 学教 育

の 在 り方 に関 す る検 討会報 告 」(平 成 16年 3月 26日 )で 示 され た「看

護 実 践 能 力 育成の充 実 に向 けた 大学卒業 時の 至」達 目標 」の枠 組み を参考

に した。



1)看 護 師 に求め られ る実践能 力

看 護師 に求 め られ る実践能 力 と して次の 5つ の能 力 を設定 した。

I ヒ ューマ ンケ アの基 本的 な能 力

Ⅱ 根拠 に基づ き、看護 を計 画 的 に実 践す る能 力

Ill 健康 の 保持増 進、疾病の 予防、健 康の 回復 にかかわ る実践能 力

Ⅳ ケア環 境 とチ ーム体 tllを 理 解 し活用す る能 力

V 専 門職 者 と して研 鑽 し続 ける基本 能 力

2)卒 業時 の 到達 目標

至」達 目標 は、看護 師 に求め られ る実践能 力 に合わせて 5つ の群 に分 け

て 作成 した。な お、「『助 産 師、看護 師教 育の技術項 目の 卒業時 の至」達度 』

につ いて」(平成20年 2月 8日 付 け医政看 発第 0208001号 。)に おけ

る別 添「看 護 師教 育 の技 術項 目と卒業 0寺 の到 達度」は、Ⅱ群 Gの 22「 看

護 援助技術 を対 象者 の状態 に合わ せて適 切 に実施す る」の具体 的 な 内容

を示 した もの と位置 づ ける。

(1)I群  ヒ ューマ ンケ アの 基本的な能 力

構 成 要 素 を「 対 象 の 理 解 」、「 実 施 す る奮 護 に つ い て の 説 明 責 任 」、

「 倫 理的な奮 護実 践」、「 援助的 関係の形 成」と し、看護 師が 人 間 を対象

と してケ ア を実施 す るため に必 要 な能 力 につ いて到 達 目標 を作 成 した。

(2)I群  根拠 に基づ き、琶護 を計画 的 に実 践す る能 力

購 成要素 を「 ア セス メ ン ト」、「 計画」、「 実施」、「 言平ll15」 と し、看 護 を

計画 的 に実施 す る能 力 と しての至」達 目標 を作 成 した。

(3)Ⅲ 群  健康 の保持増進、 疾病の予 防、健康 の回 復 にか か わ る実

践能 力

構成 要素 を「健 康の保持・贈進 、疾病 の 予防」、「 急激 な健 康 状 態の変

イしにある対象 の奮 護 」、「 '晨 性 的な変化 にあ る対象 の看 護 」、「終 末 期 にあ

る対 象への看 護」 と し、健康状 態 に合わ せた至」達 目標 を作成 した 。

(4)Ⅳ 群  ケ ア環境 とチ ーム体制 を理解 し活用 す る能 力

構 成要素 を「琶護専 門職 の役割」、「琶護 チ ーム における委譲 と責務」、

「安全 なケ ア環 境の確 保 」、「保健 。医療 ・福 祉チ ーム に おけ る多職種 と

の協働」、「 保健 ・医療 。福祉 システム における者護 の役害」」 と し、ケ ア

を提供す る環 境 と協働 について至」達 目標 を作 成 した。

(5)V群  専 門職 者 と して研 鑽 し続 け る基 本能 力

構 成要素 を「 継 続 的 な学習 」、「 者護 の質 の 改善 に向 け た活動 」 と し、

卒 業 後 も専 Pヨ 職 と して働 き続 け る にあ た って の基 本 的 能 力 に つ いて 到



達 □標 を作成 した。

3.看 護 師 教 育 に お ける教育 内容 と方 法

作 成 した「 卒業 時の 到達 目標 」に示され るよ うな看 護 実践能 力 を身 に

つ け るため 、 免 許 取 得 前 に学 6ヾ べ き教 育 内容 と方 法 に つ いて 検 討 した。

1)看 護 師の 免許 取得 前 に学 ぶ べ き教 育 内容

○ 免許取 得 前 に学 ぶ べ き教育 内容 を検 討 し「看 護 師等 養成所 の運 営 に関

す る指 導 要領 につ いて 」 (平 成 13年 1月 5日 付 け健 政発 第 5号 。 最

終 改正 平成 21年 2月 19日 。以 下「指 導要領 」 とい う。)に おける

別 表 3の「 教 育の 基本 的考 え方」と「 留意 点」の 改正案 を作 成 した (表

2)。 検 討 |こ 当 た って は、 掲 定 規則 の別 表 3に 示 され て いる教 育 lA3容

及 び単 位 数 によ る教 育 を前 提 と した。

○ 表 2に お け る「 教 育の 基 本 的 考 え方 」の 1)～ 6)を 、「看 護 3市 に求

め られ る実 践 能 力 と卒業 時の 至」達 国標 」に示 され た 内容 に対応 させた。

1)及 び 2)は I群 に、 3)|ま Ⅱ群、 4)は Ⅲ群 に対 応 させた。 また

5)は Ⅳ群 に、 6)は V群 に対応 させ た。

○ 専 P5分 野 Ⅱの 「 留意 点 Jに つ いて は、「 看 護 の 対 象 及 び 目的 の理 解 」

は奮 護 師 教 育の 大前 提で あ り十分 に普及 して いる と考 え削除 した。次

に、指 定 規 興」に おけ る別 表 3の 備考 三 に基づ いて横 断 的 に科 目を設定

した 場 合 に も対 応 で き る よ うに、「 講義 、 演 習、 実 習 を効 果 的 に組み

合 わ せ、看 護実 践能 力の 向 上 を図 る lAJ容 とする J、 「健 康 の保 持増 進、

疾病 の 予防 に関 す る蕎護 の 方 法 を学 応ヽ 内容 とす る」 こ とを加 えた。

また、卒業 時 の 至」達 目標 に おいて 奮 護の 対 象者 を健 康 状態 で 表 した

一方 で、対 象 者 の 成長 発 達 段 階の理解 について は これ まで と同様 に教

育 内容 に含 まれ る こと を示 す ため に、 「 成長 発 達 段 階 を深 く理 解 し、

様 々 な 健 康 状 態 に あ る 人 々 及 び様 皮 な 場 で 看 護 を必 要 とす る 人 長 に

対 す る奮護 の方 法 を学 ぶ 内容 とす る」を加 えた。成 人看護 学、老 年看

護 学 、精神蕎 護 学 に記載 され て いた留意 点 につ いて は、現在 普 及が図

られ て いる もの と して 削除 した。

○近 年 、地 域 にお け る医療 提供 について は、在宅 だ けで な <老 人保健施

設、特 別養 護 老 人ホ ーム、グル ーブホ ームな ど様 尺 な場 に広 が り、こ

れ らの 場所 で 最 期 を迎 えた りす るな ど、医療 サ ー ビ スや医療 提供 の場

が 変化 して い る。これ らの 変化 に対応 で きるよ うに、統合 分野 の在宅

蕎 護論 につ いて は、多様 な場 での療 養生 活 に対応 した 教育 内容 を展開

で き るよ うに、 留意 点で「在 宅 」と示 して いた 箇所 を「 地 域 」に変更



した。

2)者 護実践 能力 を育成 するため の教 育方 法

(1)講 義 ・演習 。実習 の効 果 的 な組 み含 わせ

○ 専 門基 礎 分 野 と専 P5分 野 の 教 育 内容 を関 連 づ け る よ うな教 育方 法 を

用 いる ことで、 専 P5基 礎 分 野 の学習効 果 が高 まる ことが考 え られ る。

例 えば、看 護教 員が専 P3基 礎 分野の「 人 体の構造 と機 能」や「疾病 の

成 り立ち と回復の促 進 」等 につ いて看 護 への つな が りを示す ことで、

学 生 が これ らの教 育 内容 は看 護 を行 うた め に必 要 な 知 識 で あ る と理

解す る ことがで きた との意見 が あ つた。この よ うな教育 を行 うため に、

専 PS基 礎 分 野 の 教 員 と専 任 教 員 が 一 つの 科 目 を分 担 して教 授 す るな

ど、分野 を超 えた教育体制 を とる ことも必要で あ る。

○外国の看 護教 育で は、知識 と実 践 を統 合 す るため に一つの 授業科 目に

おいて講義 と実習 を交互 に行 い、知識 と実践 を効 率 的 に統合 させて い

<よ うな教 育方法 を取 り入れ て いる との 意見 もあ った。この よ うな教

育方法 を手 がか りに し、我が国 で も看 護教 育 における新 しい教育方 法

を開発 して い <こ とも必要 で ある。

○ 学 内で シ ミ ュ レー シ ョン等 を行 うな ど臨 地 実 習 に向 けて 準 備 を して

お <こ とによ り、効 果的 に技術 を習得 する ことが 可能 とな る。特 に侵

襲性の高 い技術 は、対 象者の安全確保 の ため にも臨地実習の 前 にモデ

ル人形 等 を用 いて シミ ュレー シ ョンを行 う演習 が効 果 的で あ る。

○ 臨地実習で経験 で きな い内容 (技 術 な ど)は 、シミ ュレー シ ョン等 に

よ り学 内での演習 で補完 する等の工 夫が 求め られ る。

○指定規則 の別表 3で 規定 されて いる教 育 内容毎の 講義・臨地 実習だ け

で はな <、 教育 内容 を横 断 して授業科 目を設定 した り、指定 規貝」の教

育内容毎 の単位数 に とらわれ ず単位 を設 定 した りす る ことによ り、教

育効果 をあ げる ことも可能 であ る。特 に臨地実習 において は、実習施

設 や対 象 者 の特 性 に合 わ せ て 各 看 護 領 域 を横 断 して 教 育 内容 を組 み

合わせて 実習 を行 うことによ り、教育 内容 が変わ る度 に実習 施設が変

わ る ことや実習施設の確保 等 の課題 が解 消 され 、実習期 間 を有効 に活

用する ことが可能 とな る。

○指定規則 における教育分野・看護 の領 域間で重複 す るよ うな教育 内容

は、当該 教育分 野若 しくは当該看 護領 域 で 目指 す べ き卒業 時 の至」達 目

標 が達 成 され るよ うに、 養 成 所 全 体 で 定 期 的 に見 直 す こ とで 、効 果

的 ・効 率的 に教育 を行 うこ とができる。



(2)講 義・ 演 習 に おけ る効 果 的 な指 導 の方 法

○ 学 生 が 自 己の琶 護実践 について の 分析 力、統合 力を身 につ けるため に

は、技 術 習得 に焦点 をあてた演 習 や臨地 実 習 にお いて学生 が 実 際 に体

験 す る機 会 を多 <し 、体験の 後 に は必 ず振 り返 りを行 うことが効果 的

で あ る。

○ 奮 護 師 教 育 の 早 い 時 期 に行 わ れ る こ との 多 い専 P5基 礎 翁 野 の教 育 に

お いて は、学 生の興 味関′いが 高 ま るよ うに着 護 と関連 づ けた 事 例 を用

い るな ど教 育 方法 を正 夫 し、専 P3基 礎 分 野 の教育 内容が蕎 護 の 役 に立

つ 内容 で あ る ことを意識 で きるよ う教授 す る ことが望 ま しい。

○認 定 着 護 師 や 専 P]奮 護 師 な ど、学 生の 目標 に繋が るよ うな彗 護 8市 と学

生 が 関わ れ る よ う、講義 や演 習 を設定 す る ことによ り、学習 の 動機付

け とな る こ とが 考 え られ る。

○演 習 に お い て 実 習施 設か ら招 いた 専 P3家 の 1旨 導 を受 ける こ とによ り、

今 日の 臨 床 で 用 いて いる新 しい技 術 を学 ぶ ことがで きる。また、臨地

実 習 の 際 に既 知 の 指導 者 が い る こ とで 学 生 が実 習 に取 り組 み や す <

な る効 果 が考 え られ る。

○ シ ミ ュレータ ーを活用 す る学習 は、技 術 の 獲得 において は効 果的で あ

るが、コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 を伸 ばす に は限 界がある。模 擬 患者 を

Vlj用 す るな ど、コミ ュニケ ー シ ョン能 力 を補 完す る教 育方 法 を組み 合

わ せ て る必 要 が ある。

○ 実 践 力の FO」 上 を高め る教 育 を行 うため に l~3、 高額 な シミ ュ レータ ー等

の機 器 は複 数 の 賛成機 関や病院 間で 共有 し、機器 を保有で きな い賛成

機 関 にお いて も シミ ュレータ ー を用 いた演 習がで きるよ うに、地域 で

効 果 的 に活用 す る仕 組み を作 る こ とも必 要で あ る。

(3)効 果 的 な 臨 地 実習 の方 法

○臨 地 実 習 で は 、到達 曰標 を達 成 で きるよ うにす るため 、実 習 場 で しか

体験 で きな い ことは確実 に体験 で きるよ う積極 的 に調整 し、そ の後の

振 り返 りを充 実 させ る ことが重 要 で あ る。

○ 学 生 の 自律 的 な学習 を促 進す るため には、日授の学 生の体験 および実

践 能 力の 習 得 状 況 を確認 し、その 学 生の 状 況 に合わ せた関わ り方 をす

る 嚇 要が あ る。

○ 実 践 能 力 を育 成 す るため には、実践 と思 者 を運動 させなが ら学ぶ こと

が で きる よ うにす る必要があ る。そ のた め には、実習の事 前 準備 や実

習 中 ある い は実 習後 に振 り返 りを行 う ことが必要で あ る。ま た、提供

す る看 護 の エ ビデ ンスを確 認す るため の 文献検 索や、患者 に合わ せた
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技術 を提 供 す る た め の 演 習 な ども実 習 の 効 果 を 上 げ る た め に は必 要

であ る。

○ このよ うに臨地実 習 を充 実 させ るため には、看 護実 践の場 以外で行 う

学習 も臨地 実習 に含 め る ことが望 ま しい。ただ し、実践 の場以タトで行

う学 習 は、実践の場 におけ る学習時間 を十分 に確保 した 上で、その 目

的 を明確 に し、計画 的 に行 う必要 があ る。

○ 臨 地 実 習 の 領 域 毎 に実 習 場 が変 わ る こと によ る弊 害 を解 決 す るため

には、一 つの実習場 で 時間 をかけて 卒業 時の至」達 目標 に達す るよ うに

実習 を編成 す る ことも効 果 的であ る。

○従来 の領域 別 の臨 地 実 習で はな <、 対象 者の健康状 態、特性、病棟 ま

た は施 設 な どの 蓄 護 実 践 の場 を弾 力 的 に組 み 合 わ せ て 実 習 を行 う場

合 は、学生 が どのよ うな対象者 に関わ り、どの よ うな学 び を したか を、

教師 と学生 双方 が共 通 に認 識で きるよ うにす る必要 が あ る。そのため

には、体験 した 内容 や 獲得 した能 力を記 載 した もの (ポ ー トフ ォリオ

な ど)を 活用 する こ とが効果 的であ る。この よ うな 学習 の記録 によ り、

教育 内容 が網 羅され た効 果 的な臨地実習 を行 うことが可 能 とな る。

○実習施 設 に は学生 が活 用 で き る図書 を看 護 師養 成機 関が 準備 した り、

情報の検 索がで き るよ うに IT環 境 を整 えた りす るな ど、学習環境 を

充実 す る必 要が ある。

3)学 生の実 践能 力向 上 のための教育体制

(1)教 員及 び実習 指導 者の指導能 力の 向上 に向 けて

○教育 の質 を高め るため には、教 員が 自己の教育方 法 を常 に見直す と と

もに、琶 護 師養成機 関 と して も、教 育方 法の見 直 しについて組織的 か

つ定期的 に取 り組め るよ うな仕組み を設 け る ことが必要 で ある。

○学生 に振 り返 りの指 導 を行 い、着護の考 え方 を深 め させ 、看護実践能

力を高め るため に、教 員や実習指導 者 には看護 実 践の場 の出来事や学

生の体験 等 を教材イじす る能 力が必要で あ る。

○実習指 導 教 員※1に つ い て は、 IIn在 特 に要 件 が規 定 され て いな いが、

臨 地 実 習 に お いて 専 任 の 教 員 と同 程度 の 指 導 が で き る こ とが 期 待 さ

れ る ことか ら、実 習指 導 に関する何 らか の研修 等 を受 ける ことが望 ま

しい。

(2)教 員 と実習指導 者 の役害」分担 と連携

○臨地実習の 学習効 果 を高め るため には、教 員 と実 習指導 者 の合同会議

を開催 するな ど、双 方 で学 生 の学習状況 等 に,つ いて情報共 有等 を行 う



こ とが必 要で あ る。

○教 員 と実 習 指 導者がそれ ぞれの役害」を果たすため には、両 者 が協働 し

て 実 習 指 導 を行 うことが望 ま しい。 そ の 際 は、 教 員 と実 習指 導 者が、

学 生 の進 度 状 況 を共有 し、指導 を適切 に分担 して い <こ とが 必要で あ

る。特 に、臨地 実習 で体験 した こ との振 り返 りにおいて 、教 員又 は実

習 指 導 者 の い ず れ か が 直 接 指 導 で き る よ う指 導 体 制 を整 え る こ とが

必 要 で あ る。そのため には、教 員 と実習指導 者 とも に現 在 以 上の 人数

の 確 保 が 望 まれ る。

※ 1 実習指導教員…指導要領で定め る教員で、「実習施設で学生の指導に当

たる蕎護職員を実習指導教員と して確保することが望ま しいこと。」と規定

している。

4.修 業 年 限 に と らわ れ な い 看 護 師 教 育 で 学 ぶ べ き 内 容

現 行 の 彗 護 師 教 育 の 修 業 年 限 は 3年 以 上 で あ る が 、これ に と らわ れ ず

に 教 育 す る こ と と した 場 合 に 、 学 Sべ き 内 容 は 何 か に つ い て 検 討 した 。

な お 、 こ こ で い う「修 業 年 限 に と らわ れ な い Jと は 、 IEQ行 の 修 業 年 限 3

年 以 上 に 1年 程 度 加 え た 年 数 を想 定 して い る。

1)修 業 年 限 に 関 連 した 看 護 師 教 育 の 現 状

○ 平 成 20年 の 指 定 規 則 の 改 正 に お い て 修 業 年 限 が 変 わ らな い ま ま単 位

数 が 増 加 した こ とか ら、3年 間 で 教 育 を 行 う に は 過 密 な カ リキ ュラ ム

とな つて お り、社 会 の 要 請 に応 え る看 護 師 を養 成 す る こ とが 困 難 な 状

況 にな つて い る。

○ 近年 、養 成 所 で は社 会人 入学生が増 えて お り、学生層 が二極 イじして き

て い る。 基 礎 学 力が十 分 とは言 えな い学 生 に合わ せ て教 育 を行 うと、

社 会 人経験 の あ る学生 に と って は物 足 りな い lA」 容 となる。両者のギ ャ

ップが大 き い中、現 行の教育体制・方 法で両者 に対 し、同 じ教 育期間 ・

教 育「A3容 で 卒 業 0寺 の到 達 目標 を達 成 で き る よ うに教 育 を行 う こ とは

困難な 状 況 で あ る。

2)修 業 年 限 に と らわれ な い場合 の 教 育 内容

○現 在の 学 生 の状 況 か ら考 える と、看護 師教 育の初 期 に基礎 的な学 力を

高 め、彗 護 師 教 育の 内容 を十分 に理解 で きるよ うにする ことが必要で

あ る。

○ そ の ため 、現 行 の指 定規貝」におけ る看 護師教育 の教 育内容 と単位数 を



国家試験 受験 資格 の要件 と しつつ も、教 育 内容 を拡充 して看 護師教育

を行 うことも考 え られ る。

○修 業 年 限 に と らわ れ な い場 合 の 教 育 内容 の 充 実 の力 向 性 は い <つ か

考 え られ る。

① いわゆ る初年次教 育 と して の読解能 力や数的処理能 力、論理 的能 力

を高め るための教 育 内容や、人間の とらえ方や ものの見方 を涵養す

るため の教養教 育の充 実

② 免許 取得前 に必要 な教育 内容 に加 え、今後 の薔護 師の役害」拡大 を視

野 に.入 れ た 専 Pヨ 基礎 分 野 の 教 育 内容 の充 実 な ど個 々 の 養 成 所 が 望

む教育 内容の充 実

③ 養成所 が設 置 されて いる地域 の特性 を踏 まえた教育 内容 の充実

○ 個 々 の養 成 所 が 自 らの 教 育 理 念 や 学 生 の 状 況 に応 じて① か ら③ を複

数選択 し、組 み合わ せて教育 を充実 させ る ことも考 え られ る。

Ⅱ。 今後の保健 8市 ・ 助 産 師・ 看護 師教育 の教 育 内容 と方 法 につ いて

1.琶 護 職員 と して の「 能 力」 を育成す る教 育 への転 換

○本検 討会の成 果の ― つは、保健 師・助 産 師・琶 護 師 に求め られ る実 践

能 力 を明 らか に し、 卒業 時の到達 目標 を作成 した ことで ある。

○能 力 を育成す る教 育 につ いて は、平成 20年 7月 の「 看護 基礎 教育 の

あ り方 に関す る懇談 会論点整理 」において、看護職 員 に求め られ る資

質・能 力が示 され、看 護基礎 教 育の充 実 の力 向性 と して「 状 況の変 化

に対応 で きる能 力 を身 につける教育への転換が相 応 しい」とされた と

ころであ る。

○そ こで、本検 討 会の検討課題 の一 つで ある免許取得 前 に学 ぶべ き事項

につ いて は、最初 に保健 師、助 産 師、看 護師 に求め られ る能 力 につ い

て検 討 し、 これ を踏 まえて、「 卒業 時の 至」達 目標 」 を設定 した。

○保健 師・助産 8爾 教 育 において は、「『 助 産 師、看護 師教育の技術項 目の

卒業 時の到達度』 について」 (平 成 20年 2月 8日 付 け医政蕎発 第

0208001号 。)の 別添「 助産 師教 育の技術項 目 と卒業 0寺 の至じ達度」、

及 び「『 保健 師教 育 の技術項 目の卒業 時 の至」達度 』につ いて」(医 政琶

発平成 20年 9月 19日 付 け医政奮発 第 0910001号 。)の 別添「 保

健 師教 育の技術項 目 と卒業 8寺 の至」達度 」に基 づいて検討 した。これ ら

の技術項 目は対象 者 等の状況 を見極め 、具体 的な 介入方法 を選択 し実

際 に支援 等 を行 うとい う思者 ・判 断・ 行為 のプ ロセ ス を含 む保健 師、

助産 師の実践能 力 を表 して いる と考 え られ たか らで あ る。

10



○ 蕎 護 師 教 育 に つ いて は看 護 師 に求め られ る 実 践 能 力全 体 に つ いて 検

討 を行 い、卒業 時の 至」達 目標 を設定 した。国際 的 に も「 能 力」の育成、

評価 への 関心 が高 ま つて お り、蕎 護師の能 力 について も国際蕎 護師会

(ICN)の ジ ェネ ラ リス ト・ナ ースの能 力 を表 した国 際規 準フ レー

ム ワ ークが あ るため 、 これ を参考 に した。

○ この保健 師・助 産 師 ・看 護師教 育 における「 卒業 0寺 の 至」達 目標 」を達

成 す るため に必要 な教 育 内容 が、各長 の免許 取得 前 に学 Sヽ べ き内容 と

な る。 今後、 保健 師 ・助 産 師 ・看 護師教 育 を行 う養成 所 にお いて は、

広 い視 野 で これ か らの 彗 護の 方向性 を考 え、学生 が深 <着 護 を考 える

こ とがで き るよ うに、各 長の卒 業時の到達 目標 を達 成す るた めの教育

内 容 と教 育方 法 につ いて入念 に検 討 し、具 体 的な 教 育 内容 を設定す る

こ とが 求め られ る。

○ ま た、学 生 が状 況 に応 じて多 <の 矢口識 を組み 合わ せて 活用 し、役害」を

果 た す能 力 を獲 得 で き るよ うな教 育方法 の開 発 も求め られ る。

○ 保 健 師 ・助産 師 ・看 護 師 に求め られる実践 能 力は、卒業 した後 も実務

経験 を通 して 発達 して い くもので ある。蕎 護 基礎 教 育 にお いては、自

己の 実 践 能 力 を評 価 し継 続 的 に学 習 して い <能 力 を 高 め る教 育が 必

要 であ る。

2.免 許 取得 前 に学 ぶ べ き教 育 内容の考 え方

○ 保 174師 ・助産 師・着 護 師教育の いずれ において も、今 後強 化す べき教

育 内容 |よ 、次の 11,か ら (6)に 示 す とお りであ る。これ らは、専 P3家 と し

て 自党 的 に 役 害」を果 た して い <た め の ヒ ューマ ンケ アの 基 本 的な能

力の基 礎 とな る教 育 内容で あ る。

11,人 間性 の ベ ー スにな る倫理 性、 人 に寄 り添 う姿 勢 について の教育

12,状 況 を見極め 、 的 確 に判断 す る能 力を育成 す る教 育

13)コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力、対 人関係能 力の 育成 につなが るよ うな教

育

14,健 康 の 保持増 進 に関す る教 育

15,多 職 種間 の連 携、 協 働 と社会 資源の活用 に関す る教 育

0主 体 的 に学習 する態度 を養 う教育

○ 助 産 師や雹 護 師 には、対 象者 の 生命の維持や 、身体 の 苦癌 を早期 に和

らげるため の技 術 が 必 要 であ る ことか ら、上 記の 教 育 内容 に加 え、緊

急 0寺 の 対 処 能 力 の 基 礎 と な る フ ィジカ ル ア セ ス メ ン トにつ いて 強化

す る必 要が あ る。また、疾病 が どのよ うに生 活 に彩響 す るか を lth」l身 両



面 か らアセスメ ン トし、予演lし て 対応 す る能 力 を培 う教育 も必要で あ

る。

○保健 師 には健 康危機 の予防や対 処のため に、行政 保健 、産業保健、学

校 保健の 各領域 にお いて、健康 危機の ア セスメ ン トを行 うことがで き

る教育 が求め られ る。

3.看 護基 礎教 育 における効 果的な 教育方法

1)講 義・ 演習 。実習の組み 立て方

○学生 は、臨地 実習 において講義 や演習で 学 んだ知識 を統合 して個別の

対 象者 に合わせ て看 護 を提供 で きるよ うにな る ことが期待 され る。そ

の ため、演習で 判断す る能 力 を身 につ け、臨地 実習 において 実際の看

護実 践 のダ イナ ミズム の中で体験 して 学 んだ蕎護 を基 に、更 に必要 な

矢0識 を学 ぶ とい うよ うな繰 り返 しの学 習方法が 必要 である。

○ この よ うな学 習方 法 を通 して、保健 師・助 産師 。琶護 師 と して 活動 す

る様 々な場 にお いて、対 象者の健 康の 状態や生 活の状況 に応 じた看護

が実 践で き る能 力が育成 され る。

○ 卒業 0寺 の到達 目標 は、ある状 況 に対処す る、あ るいは問題 を解 決す る

こ とがで きる状 態 を表 して いる。その達 成 には、領 i或 横 断的 に矢0識 を

組み 合 わせ て活用 する ことが必要 であるため、領 1或 横 断的な 講義 '演

習・実習 を行 うことも必要で あ る。特 に演習 は知識の教授だ けで はな

<、 思 者 を通 して知識 を統 合 し、それ を表現 す る能 力 を高め る教育方

法で あ るため 、講義 や実習 との 関連 を考 え、効 果 的 に演 習 を位 置 づけ

る ことが必要で ある。

○現 在 、助 産 師 ・着 護 師教 育 の臨 地 実 習 にお いて は、 侵襲 を伴 う行 為 を

体 験 す る ことが難 し<な つて い る。 そ の 一方 で 、現 場 で は医 療 の 高度

化 に よ り、助 産 師や看 護 師 に侵 襲 を伴 う行 為 が 求 め られ て い る。 こう

した 侵表 を伴 う行 為 を習 得 す るた め には、 シミ ュ レータ ーの活用 や 状

況 を設 定 した演習 を充 実させ る ことが求め られ る。

○卒業 0寺 の至」達 目標 を達成す るための臨地実習 の あ りん と して 、琶護領

i或 毎 に看 護 過 程 を中 心 に行 う臨 地 実 習 が 効 果 的 で あ るか ど うか検 討

が 必要で あ る。卒業 時の至」達 目標 と臨地 実習の 目的の 関連性 、学ぶベ

き内容 を明確 に し、その 目的が達成で き るよ うに柔軟 に実習 の場 を開

発 し、実践的な教育 を行 うことが望 まれ る。

○ また、領 i或 横 断的な臨地実習 を行 う場 合 は、実 習の 目標 と内容、評価

の 方 法 を明確 にする必要があ る。

９
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2)臨 地 実 習 の指 導 体制 と実 習 を指導す る者 に求 め られ る能 力

○臨 地 実 習 につ いて は、学生 が豊 か に学ぶため に改善 すべ き多 <の 課題

が あ る。看 護 を必要 とする人展の 1い 身 の状態 とそれ に対す る看 護の必

要性 の 判 断 な ど、臨地 で 目の当 た りにす る事 象 に基 づ いて 深 い悪者 を

伴 つて学 べ るよ うにす る には、教 員 と実習指 導 者の連携 が重 要であ る。

そ のた め には、請義 と実習指 導 を両方担 つて い る専 任教 員 については

増 員 に向 けて検 討 す べ きで あ り、実習指導教 員 には資質 の向 上が求め

られ る。また、専任の 実習指導 者の配置 を推進 す る ことも重 要な課題

で あ る。

○ 現 在 は、講義 を受 けた後 に実 習 を行 う とい う演繹 的 な学 習 方 法が多 い

が 、実 習 にお け る看護実 践 の経験 か ら学習課題 を明確 に し、問題解決

的 に学 習 して い <帰 納 的 な 方 法 も思 者 力 や 判 断 力 を養 うた め に必 要

な 学習 方 法 であ る。このよ うな帰 納的な方 法で実 習 を指導 す る場合 は、

専任 教 員 、実習 指 導教 員、実習 指導者 には個々 の学 生 の体験 を教材イし

す る能 力 が 一層 求め られ る こ ととな る。

3)教 育 評 価 に基 づ <教 育の質 の 向 上

○教 育 の 質 の向 上の ため には、教 員 一人 一人が 自己の教 育実 践 を評価 す

る ことが 重 要 で あ るが、さ らに組織 を挙 げて定期 的 に全体 的 な教 育の

lAj容 及 び 方 法 につ いて評価 を行 うことが必要で あ る。

○「 学 校 教 育 法施 行 規 貝」等 の 一 部 を改正す る省令 」 (平 成 19年 10月
30日 4寸 け文部 科 学 省令 第 34号 )に よ り、学校 評価 は 自己表化及 び

結 果の /AN表 が義 務 化 され て い る。大学 において は 自己点検 。自己評価

結果 を公 表 して い る。養 成所 に おいて も この よ うな評価 を一層 推進す

る こ とが 必要で あ る。

4。 今後 の 課 題

〇 近 年、知 識 習得 か ら能 力獲得 へ と「 学習 」の概 念 が変 化 して きて いる。

本 検 討 会 にお いて も、保健師 ・助 産師・琶 護 師教 育 において 1音 う能力

を明 らか に し、卒業 時 の 至」達 目標 と して 示 した。至」達 目標 と して示 し

た これ らの 能 力 は、学 生 の実 践 において 、矢0識 ・思者 ・行 動 の統 合を

通 して 発 揮 され るため 、単 に学生 の知識 の保 有量 で 評価で き る もので

はな い。保健 師・助 産 8雨 ・看 護 師 教育 を担 う教 員、実習指 導 者等 を始

め とす る 関係 者 には、学 生の能 力 を評価 す る方 法 を開 発 し研 1賛 す るこ



とが求め られ る。

○今後 は保健 師・助産 師・看護 g雨 に求め られ る能力 と至」達 目標 を主 0艮 に

置 きなが ら、教育内容 の構成 をする こ とが望 まれ る。養成機 関 におけ

るカ リキ ュラム作成 にあた って は教 員 に柔 軟な思者 が求め られ る。

○平 成 8年 の指定規興」の改正 に おいて単 位制 が導 入され たが、看護 師等

養成所の運 営 に関するま旨導要領 の別表 1、 2及 び 3に は単 位数 と総時

間数が併記 されて いる。 ここで い う単 位 とは大学設置基準 (昭 和 31

年 文部 省令 第 28号 )に よ る単 位の考 え方 に準 じる もので あ り、講義

は 1単 位 15～ 30時 間、演習 は 1単 位 30時 F80、 臨地 実習 について

は 1単 位 45時 間で ある。看 護教 員は この考 え方 を踏 ま えて、教育 目

標 の 達 成 の た め に責 任 を持 って 単 位 数 と時 間数 を設 定 す る こ とが 望

ま しい こ とか ら、総 時間数 を併記す る こ との是非 について は検 討 を続

ける必要 が あ る。

○看護基礎教 育 の充 実のため には、教 員数 の充足 な ど教育体 制 を整 える

ことが重 要で あるため、教員数 について は何 らかの措置 を検 討す る必

要 があ る。

○看 護実 践能 力 を高め るため に も臨地 実習 の充実 は重 要で あ る。現在 、

実 習指導 教員 を置 <こ とが望 ま しい とされて いるが、実習指導 教 員の

資質の 向上 を図 る機 会 を設 ける ことも検 討する必要があ る。

○教 育の質の 向上のため には、自己点検 。自己評価 に とどま らず 第二者

評価 の導 入 も進 め、客観 的 に自校 の教育 を見直 して い <こ とが必要で

ある。

本報 告書 及 び「者護教育の 内容 と方 法 に関す る検 討会第一次報告」

おいて、今後の看 護教育 を充 実 す る万 向 性が示 され た ところで あ り、

の報告 によ り、看護教 育の質の 向上が図 られ る ことを期待 した い。

に
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